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１ 研究主題 

「確かな学力を身につけさせるための指導法の工夫」 

～算数的活動の充実を通して～ 

 

 (1)主題設定の理由 

本校では、平成２２年度・平成２３年度に松伏町教育委員会委嘱を受け、研究主題を「確

かな学力を身につけさせる指導法の工夫」とし、研究に取り組んできた。その研究の課題と

して、授業の中で思考を深めること、児童の学力の個人差や長期的な学力の定着に課題が残

った。そこで、昨年度までの研究を踏まえ、授業作りを大切にしながら、児童にさらなる確

かな学力を身につけさせたいと考え、本研究主題を設定した。 

 

 (2)研究の具体的内容 

ア 児童の思考力を深める授業展開の工夫 

①自分の考えが明確にもてる問題提示・発問の工夫 

②様々な思考が生まれる学習の場の工夫（思考力） 
③児童の個性や実態に応じた評価と指導の工夫 

イ 児童の学力の個人差への対応と学力の長期的で確実な定着 

①「算数カルテ」「やる気パスポート」などを利用した、児

童の実態把握と基礎学力の定着 
②朝学習（算数）等を活用した、確かな学力を身につけさせ 

る指導法の工夫 
③家庭との連携を図った、家庭学習のあり方の工夫 

ウ 児童の思考力、表現力を高めるための算数的活動の充実 

①朝学習における「算数的活動の時間」の導入 

    ②授業の中に、算数的活動を積極的に取り入れる工夫 

    ③指導案に、算数的活動を明確に位置づける工夫（単元・本時） 

 

２ 研究の実践 

 (1)学年部会 

①研究仮説を設定し、仮説に沿った研究・実践を推進する。 
②学年内で１つの研究・先行授業と一人１回公開授業を行う。 

③学年内で、先行授業を実施し、授業研究部を交えて話し合 

い、指導法の工夫・改善を図る。 

 

 

 

 

確かな学力を身につけさせるための指導法の工夫 

～算数的活動の充実を通して～ 

○学校名        松伏町立松伏小学校 

○所在地        北葛飾郡松伏町ゆめみ野東１－１－２ 

○電話番号       ０４８（９９１）２２３８ 

○Ｅ－ｍａｉｌアドレス matusyo@educet.plala.or.jp 

○ホームページ     http://matsubushi.ed.jp/matusyo/ 
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 (2)専門部会 
ア 授業研究部 

①朝学習「算数的活動の時間」の学習の進め方 

   ②算数マニュアルの作成 

 【算数マニュアルの中身】 

 １時間の授業の流れ            ノートのかき方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 算数的活動の指導案の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 調査・統計部 

①算数・家庭学習アンケートの実施 

②単元テストの苦手な内容の調査 

③埼玉県学習状況調査の分析（次ページ上図絵参照） 

④埼玉県教育に関する３つの達成目標の分析 

（③、④に関しては、算数カルテ部と連携・カルテ部がミニプリントの作成） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ウ 算数カルテ部 

週１回の朝学習の時間を活用し、本校独

自の「ミニプリント（基礎）」を行い、で

きない問題について「ステップアッププリ

ント（補充）」を行う。これを繰り返し行

い、「やる気パスポート」に記録し、基礎

学力の向上を図ってきた。 

 また、学期の終わりには、ミニプリント

から抜粋した「カルテテスト」を行い、そ

の結果も「やる気パスポート」に記録し、

どの単元ができているかを、児童・教師・

保護者が見取り、新しい課題をもった。 

 

ミニプリント               ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾌﾟﾘﾝﾄ（補充）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カルテテスト               やる気パスポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝 15分間、

繰り返し行

う（各学年

15 枚） 

ミニプリン

トができな

い子用（各

学年 15枚） 

学期末、自分の成果

を知るため 

児童・教師・保護者が

実態を知る（6 年間） 



  エ 家庭教育連携部 

①家庭学習のめやすの決定 

（自分の学年×10分＋20分） 

②家庭学習定着の時間の設定 

（週 1回、15分：昨年度） 

③家庭学習だより「はなまる」の作成 

 ・家庭学習を行うための学習環境 

 ・家庭学習の例、よいノートの紹介 

④「家庭学習のすすめ」の作成 

⑤保護者との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)算数的活動の充実 

 朝学習に算数的活動の時間を位置づけ、学年ごとに段階を踏んで作成したプリントに取り組 

ませる。授業中でも、学習内容の理解や課題の自力解決、自分の考えを表現することができる 

ように算数的活動を多く取り入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 研究の成果と課題 

【成果】 

①「算数的活動の時間」を中心に、算数的活動の充実を図った結果、自分の考えを具体的操作や

数直線などの図を使って考えられる力（思考力）、がつき、図を使って自分の考えを伝える力

（表現力）も身についてきた。また、それにより、自信を持って算数に取り組む児童が増えた。 

②授業の進め方やノートの書き方などを学校で統一を図った結果、学年が変わってもスムーズに

授業に入れるようになった。 

③繰り返し学習を行う算数カルテを可視化したことによって、担任だけでなく、児童・保護者に

も身についていない算数の学習内容が明確になった。 

④家庭学習の奨励を図った結果、学年＋２０分、宿題を含めた家庭学習を行う児童が、前年度６

月の２５．１％から、今年度１０月には５６．５％と約２．３倍に増えた。 

⑤様々な対策を講じた結果、「埼玉県学習状況調査」や「埼玉県教育に関する３つの達成目標」

の結果が向上した。また、学習に取り組む姿勢の向上も図れた。 

 

【課題】 

①全ての単元の算数的活動を検討し、どの単元でも児童が自ら自力解決が図れるようにしていき

たい。 

②家庭学習の時間も向上が見られているが、まだ約４０％の児童はできていないので、低学年の

うちから、家庭学習の習慣の定着を図っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


